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１ はじめに 

本研究は、舎生の主体的な寄宿舎生活を考える取組として、全盲児童１名の具体的な生活場

面に焦点を当て、２年計画で取り組んだ研究である。 

本研究を前に令和元年度の研究で、主体的な活動の前後に付随する「主体的な移動」をテー

マに必要な指導内容、配慮事項、環境整備などを、同じ全盲児童の実際に指導した動線を使い

検証した。取組の中で、「指導の一貫性と共通理解」、「身に付いている知識や概念と伝え方」、

「他の指導場面との関連」の重要性が確認された。 

そこで、令和２年度からの研究はそれらの重要性を踏まえ、舎生一人一人が自信をもって行

うことのできる生活行為を増やすことが、より主体的に寄宿舎生活を送る力につながると考え  

キーワード１、基礎となる力、概念の形成 

キーワード２、自ら考え動き出そうとする力 

キーワード３、目的をより良く達成するために工夫する力 

をキーワードに、研修と実践を通して取り組んだ。 

 

２ 対象舎生の実態 

（１）小学部第６学年（現在、中学部第３学年）男子、重複学級 

（２）視力及び障がいの程度：未熟児網膜症 右０、左光覚 

（３）その他の疾病：てんかん 

（４）日常生活の実態 

ア キーボードにある多くのボタンと鍵盤の位置関係を把握し自由に操作ができるなど、興

味や関心のあることは非常に早く習得する。 

イ 日常生活全般に、言葉掛けなどのきっかけがないと動き出さないことが多い。 

ウ 日常生活全般に依存心が強く、周囲に頼ろうとすることが多い。 

エ 興味や関心の偏りが大きく、生活上必要な概念や確認動作が身に付いていないこともあ

り、指導が積み重なりにくい。 

オ 物を触って確認することが苦手である。 

カ 意図と違う関わりや反応に気持ちが不安定になり、素直に取り組めないことがある。  

 

３ 研究の概要 

当該舎生が課題意識をもち始めた入浴に付随する活動であることや、入浴担当として舎室担

当以外の職員も関わる場面であることなど、本研究に適した指導場面と考え、実践場面を脱衣

所での活動に焦点化して取り組んだ。 

（１）研究方法 

ア 舎内研修は触察をテーマに体験的な研修を行い、基礎的な力や概念についての理解を深

める。（キーワード１） 



【図１】 イに記した取組のサイクル 

イ 当該舎生の実態に基づいた、活動チェック表（別紙資料１、２）を活用し実践報告を行

い、今後に向けた指導の改善点の確認と検討を繰り返し行う。また指導成果の他場面への

広がりを検証するため、前後の活動も指導ごとに評価を行う。（キーワード２，３） 

ウ 各舎生毎の実態を表す寄宿舎指導一覧（別紙資料３）での評価を行い､生活全般の評価と

主体性について考察する。（キーワード２，３） 

エ 活動チェック表は寄宿舎指導一覧に合わせ、目標となる項目を「できる」と「言葉掛け」、

「視覚的」、「身体的」の３つの手がかり（以下、プロンプト）、まだ指導段階には至ってい

ない「全介助」でチェックを行うこととした。 

オ 指導を進める経過の中で必要なキーワードを抽出し、寄宿舎指導員間で共有しながら進

める。（キーワード全般） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）研究経過（１年次） 

５月 21日 日程、内容の決定 

６月 25日 実践報告、指導一覧を基にした実態把握、指導内容の共有 

舎内研修～当該舎生の脱衣室内での指導場面を想定して『脱衣所動線』（別紙資

料４）通りに行動し、動線の確認と検証を行う。 

７月 ９日 舎内研修～アイマスクを着用し洗濯物をかごから取りだし畳む。 

８月 27日 実践報告 

９月 24日 実践報告、北海道視覚障害教育研究大会研究紀要 重複障害教育分科会 札幌視

覚支援学校「実態評価表にみる就労に向けた本校生徒の課題」などを

参考に、就労と主体性について舎内で意見交換 

舎内研修～自立活動教材体験（同じ大きさの穴に棒を入れる。指定の穴に棒を入

れる。） 



10月 22日 実践報告、広く達成感について舎内で意見交換 

11月 26日 実践報告、プロンプトと見守りとのバランスについての考察 

舎内研修～アイマスクを着用し紙にできるだけ大きな円を描く。 

12月 24日 指導一覧を基にした評価、活動チェック表の集計と分析結果報告 

1月 28日 １年次まとめ 

 

（３） 研究経過（２年次） 

５月 27日 日程、内容の決定、指導一覧を基にした実態把握、指導内容の共有 

舎内研修～「視覚が制限される中での感覚や知覚についての考察」 

６月 24日 実践報告 

７月 15日 舎内研修～触察する力、伝達する力、イメージする力 

７月 26日 実践報告 

９月 30日 実践報告 

舎内研修～①形を知ろう・②レーズライターとは 

11月 25日 実践報告、活動チェック表の集計、分析結果報告 

12月 23日 指導一覧を基にした評価 

舎内研修～空間概念とイメージ 

１月 27日 ２年次まとめ 

 

４ 結果と分析 

（１）環境変化への適応と活動への自信や達成感について 

ア  令和２年度は、宿泊が火曜日の１泊から火曜日と水曜日の連泊開始と、コ       

ロナ禍でのスタートも重なり、当該舎生には大きな環境変化の年となる。環境変化への適

応を、脱衣所内の活動と入浴前後の活動の曜日対比で見ると、８月 25 日の集計より、複

数の活動場面で水曜日の「できる」の数が同程度以上で安定している。同時期に変化が見

られたことから、連泊に対する生活の見通しをもち、心理的にも余裕ができてきた時期と

考える。 

また、環境変化へ適応し本来の力を発揮するのに、およそ３か月を要している。小学生 

から中学生へと変化した令和３年度も新しい環境に適応するのに同程度の期間を要してい

る。（図２参照） 

イ 環境変化への適応ができた令和２年９月末から入浴前後、脱衣所内の活動に「できる」

が一気に増え、「プロンプト」数が減り評価が逆転する。その後「できる」の数は安定して

推移している。（図３参照） 

合わせて、浴室内での体洗いや洗髪も、不十分ではあるが自分で行おうと自発的に動く

様子が見られるようになってきた。 

ウ 令和２年９月までは自信がない様子で一つ一つの活動に「〇〇だね～。」と、職員に同意

を求める様子があったが、10月以降は減少し、同意を求める言葉ではなく「忘れました。」

など自分の状況を伝えることや「〇〇ですか？」など、質問として明確な発言に変わって

きている。 



 

 

（２）必要性の理解と成功するための工夫に  

ついて 

ア 全盲の舎生にとって、日常生活全般

において触って確認することは、活動

を成功するために重要な適応スキルで

ある。１年次の取組で「できる」になら

ず課題となっていた衣服の脱着に、手

がかりや前後、表裏を触って確認する

動作が不十分なため失敗し時間がかか

ってしまう様子があった。そこで２年

次は、できるようになった活動がより

確実なものになるよう、確認の必要性

理解を重点に取り組んだ。 

イ 確認動作は課題となっている着衣時

の着る前、着た後、最終確認の３回の確

認動作を指導し評価した。 

ウ 衣服の脱着の「できる」と確認動作の 

「できる」が同時期に増えているが、脱 

【図２】 曜日対比で見たチェック項目「で

きる」数の推移 

 

【図４】 衣服の脱着と成功するための工

夫（触って確認）の推移 

【図３】 チェック項目「できる」と「プ 

ロンプト」数の推移 

 



着の方が少し早く増えて安定している。脱着が上手に行えたときに、職員から認められる、

自分でもできたという実感がある、確認した方がやり直しが少なく早いなど、当該舎生な

りに確認動作の必要性を見いだしてきたと思われる。 

エ 確認動作は長期休みを挟み、1 度安定しない状態となったが、９月以降は安定して推移

している。他の生活行為でも徐々に確認をする様子が見られてきた。（ウ、エ 図４参照） 

 

（３）脱衣所内での活動全般を通した分析 

ア 評価項目における「できる」と「プロンプト」の内訳をみると、指導開始時０％だった

「できる」の割合が、１年次評価時 70％、２年次評価時 90％となり、脱衣所内での一連

の活動はほぼ一人で行えるようになった。（図５参照） 

 

 

 

イ ２年間を評価項目における「できる」の推移でみると、指導当初から環境変化への適応

までの期間と、環境に適応し本来の力を発揮し始めた期間、自分なりに工夫を始め、新た

にできたことも増えてきた期間が見て取れた。また、１年次の１泊から連泊への変化や、

２年次の中学生としての社会的ニーズの変化など、当該舎生にとって大きな環境変化への

適応の期間とほぼ一致する形で現れている。（図６参照） 

 

 
  

 

【図６】 ２年間を通した脱衣所内での評価の推移 

【図５】 ２年間を通した脱衣所内での評価の内訳 



（４）寄宿舎生活全般における評価 

ア 寄宿舎の生活全般を評価する指導一覧では、起床から就寝に至る全般において「できる」

の割合が指導開始時の 31％から、１年次評価時 35％、２年次評価時 48％と増えている。 

イ 起床、食事など大きな活動のくくりではまだ支援が必要な項目もあるが、「できる」と「プ

ロンプトがあればできる」項目の割合が指導開始時の 35％から、１年次評価時 65％、２

年次評価時 78％と増えている。 

 

 

 

 

５ 成果 

（１）キーワード１ 基礎となる力、概念の形成 

アイマスクを着用した様々な体験的な職員研修を継続して行った。視覚を有しないことによ

って、「どのような基礎となる力、概念が身に付いていないのか」という側面から職員が当該

舎生を捉えることの必要性が再確認できた。 

しかし、基礎訓練の方法を学び舎生に応じた指導を日々行っていくことや、様々な概念が

実際の生活上どの場面で身に付く力なのかを検証することはできなかった。 

 

（２）キーワード２、３ 自ら考え動き出そうとする力、目的をより良く達成するために工夫  

する力 

研究開始当初、言葉掛けなどのきっかけがないと活動の切り替えができない様子であった

が、自信をもって活動できる場面が増えたことで自発的に動き出す場面が増えた。また、余

暇などで自己決定する場面も増え、生活全般で自分なりの工夫をしながら主体的に活動する

様子が多く見られるようになった。 

 

（３）研修会議で協議を進める中で得た成果 

ア 当該舎生の実態に合わせた活動チェック表を作成・活用し、指導にあたった職員が毎回

評価を行い、気になる様子なども記録した。指導内容や実践結果について活動チェック表

を基に協議、検討することで全職員が情報を共有し、一貫性を保ち継続した指導にあたる

ことができた。 

イ 協議の中で、「就労先で求められる力」、「達成感」、「プロンプトと見守り」、「定着と必要

性の理解」などをテーマに、「大人になったときにどう生きている？どうなって欲しい？求

められるものは？」などを考える時間を設定した。現在の指導が、将来、何につながって

【図７】 指導一覧による寄宿舎生活全般での評価の内訳 



いくのかを考える良い機会となった。また、主体的な生活を送るために必要な要素として

以下のことを職員間で確認できた。 

・環境への適応→生活の見通しや活動の習慣化 

・自分でできるという実感→達成感、自信 

・できた、できないに関わらず、自ら進んで活動する意識→自主性 

・より良く効率的にできるように工夫をする必要性の理解→主体性 

・その工夫は社会的に適切である。→社会性、規範意識 

ウ ２の対象舎生の実態で記した通り、指導が積み重なりにくい当該舎生であったが、今回

の取組をデータ化できたことで、大きな成長とその傾向を明確に示すことができた。 

 

（４）課題 

チェック表からはできると評価したことも、日課に遅れないように支援する場面や、職員

が言葉掛けをしてしまう場面が多く見られた。全体の動きや日課との関連から、その見極め

の困難さが課題として残った。 

現実的に自主性・主体性を発揮する環境をどれくらい作れるか、場面の設定を統一できる

かなど、本人の「行動とその結果を結びつけていくこと」について、議論を深めるには至ら

なかった。 

 

６ おわりに  

今年度、当該舎生は中学部第３学年となった。現在も様々な課題に取り組みながら、洗濯や

掃除などの生活行為と余暇を自分なりに組み立て、週間の見通しを立てて生活を送る様子もみ

られるまでに成長している。 

  本研究では、毎回の入浴指導の際に活動チェック表による評価と様子を記録し、約１か月ご

とに集計と検討、改善のサイクルを繰り返すことを基本とした。指導や支援の方法の検討を重

ね、現在の課題や取組が寄宿舎指導員間で共有されてきた。特に脱衣所で直接指導に当たる男

性職員の間で、共通理解のもと当該舎生への指導を行うことができたことは、当該舎生が戸惑

うことなく様々な生活行為の習得につながり、自信をもって行うことができる活動が増えてい

った。自信をもって行う活動が増えていくことで、当該舎生が自ら考えて行動する場面が多く

見られるようになり、主体的な活動とつながってきている段階であると考える。 

  今年度、新たに全盲の児童が入学し寄宿舎を利用している。今後も様々な生活行為を身に付

けていく中で「自信や達成感」を高めると同時に、それらを日常生活の中で活用していくこと

の「必要性や目的の理解」を様々な場面で指導しながら、舎生達のより主体的な生活につなげ

ていきたい。 

   



資料１ 指導毎に記入した活動チェック表の一例 

 

 

資料１ 指導毎に記入した活動チェック表 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料３ 寄宿舎指導一覧（記入例）  

資料２ 指導毎に記入した活動チェック表を、実践報告に合わせまとめた集計表 



 資料４ 共通理解の基、舎生に指導した脱衣所内の動き 


